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 日本は１０連休なので、株式市場は休みですが海外の市場は通常通りに動いているため

米国の株価動向も含めて動きを見ていきたいです。 

 今週は米国で重要指標の発表も多く、ＮＹダウが前回高値の２７０００付近に近付いて

いるため反落リスクも考えながら慎重にいきたいです。 

 

 

＜ドル／円＞ 

 

 ドル／円は動きが少なくなっています。 

１１２円台では何度も頭打ちになっているため１１２．４円を超えてくる動きが出るかど

うかに注目したいです。 

 下値は、１１１．３円を維持できれば堅調な動きが期待できそうです。 

割り込んでも１１０．８円のサポートを割り込むまでは大きな崩れの心配はなさそうです。 

  

＜気になるクロス円＞ 

 

クロス円は先週下げているペアが多く、底打ちして反転上昇となるかに注目したいです。 

ポンド、ユーロ、豪ドルなどは２月以降のレンジの下限あたりまで来ているので、大きく

下げて底抜けとなった場合は下落リスクが高まるため注意がいります。 

    

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

米国では個人消費支出、１－３月期四半期雇用コスト指数、ＡＤＰ雇用統計、ＩＳＭ製

造業景況指数、ＦＯＭＣ政策金利、パウエル・ＦＲＢ議長定例会見、雇用統計、ＩＳＭ非

製造業景況指数などが発表されます。 

欧州ではユーロ圏で１－３月期ＧＤＰ（速報値）、ドイツで小売売上高、ユーロ圏とドイツ

で消費者物価指数などがあります。 

ほかには、英国で政策金利の発表、英国でＢＯＥ資産買取プログラム規模、金融政策委

員会（ＭＰＣ）議事要旨などがあります。 


